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＜伊藤Drケース検討＞

· 黄川田　幸紀様～スタッフからの話しかけには、ハキハキと応えている。入院にいたる

経過については仕事が長続きしなく、嫌な気分を紛らわすために飲酒して」など自己分析もされている。食事も取れている。入院後、23時ごろには休まれていることを確認しているが、12月17日の3時ごろに物音があり中途覚醒が見られている。「寝不足のせいか頭痛がする」と訴えるが、日常生活に支障はない。

診察→中途覚醒後眠れなくなるとの訴えあり、ブロチゾラム(0.25)1T 1×vds処方となっている。また、「暇なので買い物に行きたい」と話され、御家族に連絡してから行くことができる予定。OT見学希望あり、明日午後見学して頂くこととする。

· 高橋　康満様：精神症状の著変ない。夜間の睡眠も安定している。余暇時間はテレビを

観たり、他者と麻雀をして過ごしている。時折、20時すぎに空腹感がありカップラーメンを食べることがある。

診察→眼鏡は、PSWに十和田市生活保護課に確認していただくこととしている。

· 野月平　チエ様～精神症状の著変はない。下肢の赤色皮疹、乾燥状態は変化ない。作業　

やリハビリテーションの時間には、病棟内で箱作りや新聞を折り継続して行っている。12月15日に大久保恵様にリネン交換について教えてあげたら、怒鳴られてしまったとのことで、スタッフへ謝ってくることがある。本人様へは悪い事はしていないので、気にしなくていいことやスタッフへも謝らなくていいこと伝えている。悠湯の里を家族へ伝え、施設見学の希望あり、12月22日の11時に見学の予定となっており出来れば本人も連れて行きたい。

診察→施設については「甥夫婦が良いって言うなら良い」と話される。また、「歩かなくても済むのであれば見学に行ってもいい」と強い抵抗は見られない。

· 村舘　ミネ様：精神症状は著変ない。夜間の睡眠はとれているが、早朝覚醒（4時から　　　

5時ごろ）が見られている。時折膝の痛みがあり「たまに痛くなるんだよ」と訴えることもあり、湿布にて対応している。同室者の大久保恵様に対して不満があり、「カーテンを引っ張ったり、大きい音をだしたり、自分の思い通りにならないとワーっとなるんだよ。何があるか分からなくて怖い」など訴えることがある。また、部屋に入ろうとしたら片付けるから入っちゃダメとドアを閉められた際に左側頭部をぶつけたとの事、異常はみられなかった。部屋移動を提案するが、移りたくないとの事。

診察→退院については後ろ向きで「ここがいいです」と話されている。御家族も支払いに来るのみでそれ以上の協力は拒否的である。

· 十日市　利喜様：精神症状の著変はない。体調について確認すると、12/4には足が重く

てピリピリすることやぱっとしないと訴えることがある。12/15は下肢のつっぱり感を訴えるが、日常生活には支障はない。夜間の睡眠も取れている。下半身を指差し痒いと訴えがあり、軟膏を希望している。

診察→12/3、12/5、12/6の血糖検査結果について低血糖であったこと説明するも、御本人はこれ以上の検査や他科受診を拒否している。

· 井上　和美様：スタッフへ三叉神経に関する話しはなく、心気妄想の訴えもない。歯科　　　　

は継続して受診している。1度中途覚醒があるが再入眠でき、夜間の睡眠も安定している。12月12日の18時ごろに「頭痛いんだよ。何か具合がわるくて」と訴えがあるが、30分程で頭痛も軽減したとのこと。頭痛時の頓服薬の希望はない。高機能のラジカセをまだ持ってこられていない。12月16日に「便がスッキリしない」と継続指示薬のマグミット（330）1錠服用している。本日朝は排便あり。

診察→脳内核酸は半年飲んだが効果がなかったのでやめるとの事。退院については、「三叉神経のことでおっかなくて無理だ」と拒否されている。点眼薬E-ファルコバ1本処方となっている。

· 金沢洋子様：精神症状の著変はない。夜間は休まれているが、起床は促し要することが　　

ある。時折、キッチンの隅にしゃがみ込んでいることがあるが、体調などは「なんともない」と返答されている。

診察→青山荘については「慣れないから行きたくない」と抵抗を示すが、「でも行きます」と話が二転三転している。

· 大上　なみ様：精神症状の著変はない。早朝覚醒はみられている。6時ごろの起床では　　　

「寝坊した」と慌てる様子もみられる。脱肛はつづいているが、出血や疼痛はない。膝の痛みはあるとのことだが、日常生活へは支障はない。12/15の採血予定日には早朝から強迫的に何時に実施するのか確認に来られ、6時以降であること説明しその場は納得するが、何度も確認されることがある。

診察→脱肛は以前より悪化し10回/日程あり、次回受診(2月初め)まで軟膏が不足となるため、不足分は当院にて処方し次回診察時には情報提供書を持たせることとなる。

· 中野渡　鉄男様：精神症状は著変ない。就床前薬服用後は休まれていることが多いが、

起床困難な様子があり、7時くらいまで起床出来ず休まれている。余暇はテレビをみており、天気予報などを聞くと応えている。時折カップ麺を食べているが、体重増加はない。

診察→施設入所については前向きな発言聞かれている。

· 元沢　政治様：精神症状は著変ない。時折2時ごろに中途覚醒や早朝覚醒はあるが、睡

眠は安定している。残金が少なくなることがあり、浪費しない様につたえるが「なもなも」と言い了解の悪さはあった。12/16に御家族（めい様と姉様）の面会があり、小遣いを受け取っている。12/11に倦怠感を訴えている。その他の身体不調の訴えはなくバイタルサインも異常ない。午前の作業療法を欠席されるが、午後のリハビリテーションには参加し、以後不調の訴えはない。

　　　　　診察→施設入所については了承されている。弟様が入院されている為、他の御家族様に施設入所について説明し了承得ていくようにしていく。

＜馬渡Drケース検討＞

· 大久保　恵様：22時頃より3時ぐらいまではまとまった睡眠は取れている。気分変動　

は激しく、突然、泣き出す事や吹き出し笑いをすることや不機嫌となることもある。12月11日入浴の際火傷したと訴えるが、全身を観察するが、異常はなく、本人へ伝えるが大声で叫ぶこともある。12月13日にはお金を自分でもつと怒り出す事や、母への電話や差し入れに対しても易怒的になることが多い。野月平様からもリネンの交換について教えられるが、それに対し怒鳴る事や、勢い良くドアを閉め村舘ミネ様の頭にあたることなど迷惑行為も見られている。

診察→臨時薬7日分処方。ルーラン20㎎→24㎎と増薬となる（一部以後定期となっている）感情不安定、他者への迷惑行為目だっており、環境調整指示あり。眼鏡屋や眼科受診したいと訴えており、主治医は外出については良いとは言えないが、母がそれでも良いというのであれば許可すると本人へ伝えている。

· 戸賀沢　潔様：精神症状の著変はないが、自己コントロール（水分、嗜好品）ができず

介入を要している。20時には休まれているが、3時～4時には起床されている。起床後より水分を摂り過ぎていることがあり、指導している。体重は57㎏～60㎏。12月16日7時10分に無断でむつ食品へ外出し煙草を買ってくるといった行動がみられている。4階の自室から5階に行き、玄関に行く階段を利用し外にでたとのこと。指導にも表面的であり、金銭の自己管理は中止し、スタッフ管理としている。

診察→無断外出したことについて主治医より注意指導あり。

採血データHbA１c7.7、BS150と高値であり。間食制限や食事内容変更など管理栄養士とも相談していくように指示あり。叉Na130、K4.4　CL96と低値であり、水分の過剰摂取について注意を受けている。

· 木村　義重様：精神症状の著変ない。夜間の睡眠も安定しているが、起床が困難な様子

で、7時ごろにスタッフより声かけにて起床されることもある。余暇時間は他者との交流も観られている。

診察→引き続き、施設入所に向けて進めて行くように指示あり。

· 原　吉郎様：体調については「わからない」と応えることが多い。22時頃より独語は　

あるが、大声となる事はない。睡眠は23時～0時頃より休まれる。早朝覚醒（4時ごろ）もあるが、6時過ぎまで休まれることもある。12月14日に不眠時継続指示薬ゾピクロン（10）1錠服用される。その際「自分にあった薬がみつかるといいんだけどな」と話す事もある。

診察→「すぐに忘れてしまうことが多い」と訴えている。脳が壊れたなどの体感幻覚については現在はなくなったとの事。交信（独語）については「まだしてる」と話している。

　　　臨時薬7日分処方。（クエチアピン350→450㎎増薬。ジブレキサ中止。）

· 宮本　建蔵様：就床前薬服用し休まれているが、早朝覚醒（3時～4時）が見られてい

る。体調や幻聴については、「ない」との事で病的体験の訴えはないが、表情乏しい様子もある。12月14日の夕食時には食欲がないとのことで、夕食は不食されている。御家族面会あるが、忙しいとの事ですぐに帰られている。

診察→幻聴については今週は1回あったとの事。妹様の面会あったが、今後のことは話せなかたと言われている。

· 日向端　庸男様：精神症状の著変はない。夜間の睡眠も安定している。青山荘からの返　

事はない。余暇時間はホールでテレビをみたり、交流が観られている。

診察→青山荘入所に向けて進めて行くよう指示あり。

· 稲垣　恵利子様：就床前薬服用後は休まれているが、1時ごろに覚醒されることが多く、

覚醒後は私物をいじられたりテレビをみていることが多い。「なにかとどいてない？」と確認にこられるが、届いていない事を伝えると了解されている。体重は50㎏～51.5㎏で経過される。施設入所への進歩状況は変化ない。

診察→深夜1時には起きているが、日中は眠くなく、生活に支障ないことを話している。現在の薬で経過をみる。

・佐々木　淳様：精神症状の著変はない。12月12日14時～13日16時まで外泊されている。前回の外泊より怒る事はなかったとのこと、御家族から情報がある。入浴に関してめんどくさがり促しを要している。12/16には入浴は不機嫌となり理由も話されず拒否される。時折突進歩行となるが、転倒はない。

診察→採血の血中濃度について確認し、現在の処方にて経過をみていく。

＜心理＞

・黄川田　幸紀様：心理スタッフから検査結果の報告受けています。説明や話をする際は、

　　　　　　　　　細かく丁寧に行う必要あるとのことです。また、情緒的感情を言葉にして表現することが不得意なため、スタッフ側から積極的に関わりを持つ事が必要とのことです。

＜OT＞

・黄川田　幸紀様：明日午後見学予定となっています。

